



























































生じた考え方ではない。国連では第 21 回国連総会（1966 年）において「経済的，社
会的及び文化的権利に関する国際規約（Ａ規約）」が採択され，1972 年には高等教育

















































































































































































































































































13）　Morgan, Gareth“Paradigms, Metaphors, and Puzzle Solving in Organization Theory”, 




















介する。2000 年度春学期で 228 名の多人数の学生に対して金曜日の 4時 10 分から 5










































































る装置として機能している。これを克服するのは UNESCO や OECD が提唱している
公式外学習（non-formal learning）と非公式学習（informal learning）であろう。高等
教育のユニバーサル化のために無償教育を開発する運動は世界的規模で推進されてい
17）　デイヴィドソン，D.『主観的，間主観的，客観的』（清塚邦彦他訳，2007），春秋社（2001）
18）　Morgan: 前出
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るが，従来の学校や大学という閉じられた環境ではなく，人々はユビキタス ICT 環
境で生きているので，それに対応する学習を開発することが求められている。 
（にしのその　はるお　兼担研究員）
